






要約 

パルスドップラー心エコー法を用い,先天性心疾患 23 例において,プロスタグランディン

E1(PGE1)使用前後の動脈管の形態と管内血流波型の変化を観察し,臨床的な反応性と比較

検討した。臨床的に明らかな反応性(動脈血酸素分圧の上昇等)を示した 10 例全例に,PGE1

使用前,動脈管の形態と血流波型上明らかな狭小性変化がみられた。一方,PG1 使用前,狭小

性変化が軽度あるいは全く認めなかった 13 例において,使用後も臨床的改善がみられなか

った。また,かかる症例において動脈管径に有意な変化を認めなかった。本研究より,PGE1

に対する臨床的反応は,動脈管の狭小化の程度と強く関連することが明らかとなり,その予

知にパルスドップラー心エコー法が有用であることが示唆された。用であることが示唆さ

れた。 


